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緒 言   表 題 の シ ン ポ ジ ウ ム が 、応 用 物 理 学 会 と I E E E  E l e c t r o n  

D e v i c e s  S o c i e t y の 共 催 、 お よ び I E E E  S o l i d  S t a t e  C i r c u i t  S o c i e t y

の 協 賛 に よ り 開 催 さ れ た 。 こ れ は S y m p o s i u m  o n  V L S I  C i r c u i t s と

連 携 し て 、最 先 端 V L S I 技 術 領 域 の プ ロ セ ス /デ バ イ ス 技 術 や 回 路 設

計 技 術 が 一 堂 に 報 告 さ れ る 世 界 的 に も 特 徴 の あ る 国 際 会 議 で あ る 。

毎 年 日 米 交 互 に 開 催 さ れ 、 今 年 は 6 月 1 4 日 ～ 1 7 日 に ハ ワ イ ・ ホ ノ

ル ル で 開 催 さ れ た 1 ）。 今 年 も Te c h . / C i r.間 の 相 互 連 携 を 図 る た め 2

日 間 重 複 で 開 催 し 、相 互 聴 講 や J o i n t で の r u m p  s e s s i o n や B a n q u e t

が 行 わ れ た 。 ま た 6 月 1 4 日 に は “ E m e r g i n g  L o g i c  a n d  M e m o r y  

Te c h n o l o g i e s  f o r  V L S I  i m p l e m e n t a t i o n” に 関 す る シ ョ ー ト コ ー ス

が 行 わ れ 、1 5 0 名 が 参 加 し た 。さ ら に サ テ ラ イ ト と し て 6 月 1 3、 1 4

日 に 2 0 1 0  S i  N a n o e l e c t r o n i c s  Wo r k s h o p も 開 催 さ れ た 。  

 

本 会 議  本 年 の 投 稿 論 文 数 は 2 0 0 8 / 2 0 0 9 年 の 2 0 1 / 2 0 3 件 よ り 若

干 多 い 2 1 5 件 で 、 3 6 %の 7 8 件 を 採 択 し た 。 特 に 大 学 の 投 稿 が 増 え

て お り 、 2 0 0 8 年 (ハ ワ イ )と 比 べ て 1 6 %、  2 0 0 9 年 (京 都 )と 比 較 し て

6 %の 増 加 と な っ た 。 一 方 、 参 加 者 数 は 2 0 0 8 / 2 0 0 9 年 の 4 9 8 / 5 0 5 人

よ り 少 な い 4 0 1 名 で あ っ た が 、後 述 の と お り 活 発 な 議 論 が 行 わ れ た 。 

 

基 調 講 演  I B M、  T.  J .  Wa t s o n  R e s e a r c h  C e n t e r の M i c h a e l  G .  

R o s e n f i e l d 氏 よ り “ T h e  S m a r t  G r i d  a n d  K e y  R e s e a r c h  Te c h n i c a l  

C h a l l e n g e s ” と 題 し て 、 次 に 京 大 ・ 木 本 恒 暢 教 授 よ り “ S i C  

Te c h n o l o g i e s  f o r  F u t u r e  E n e r g y  E l e c t r o n i c s” と 題 し て 講 演 が あ っ

た 。 ど ち ら も 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー に 関 す る た め 注 目 度 が 高 く 、 技 術 革

新 の 必 要 性 ・ 現 実 性 を 感 じ る 格 調 高 い 講 演 で あ っ た 。  

 

S e s s i o n 内 容  S e s s i o n 技 術 分 類 よ り 今 年 も 、 極 薄 膜 S O I を 含 む

先 端 C M O S の セ ッ シ ョ ン が 4 件 と 多 く 、同 数 で 近 年 増 加 傾 向 の 不 揮

発 性 メ モ リ ー や 、 続 い て 探 索 的 デ バ イ ス 、 さ ら に ば ら つ き や モ デ リ
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ン グ の セ ッ シ ョ ン が 3 件 と 多 か っ た 。ま た 後 述 の 設 計 容 易 性 ( D e s i g n  

E n a b l e m e n t :  D E )や 異 種 材 料 統 合 技 術 ( H e t e r o g e n e o u s  I n t e g r a t i o n :  

H I )の セ ッ シ ョ ン が 2 件 と 多 か っ た 。  

次 に 注 目 論 文 と し て 、 ま ず ロ ジ ッ ク 分 野 で は 、 I n t e l よ り

M e t a l / H i g h - k  ( M / H k )  g a t e 電 極 を 用 い た 3 2  n m 世 代 R F /モ バ イ ル 用

S O C 技 術 の 発 表 が あ っ た 。 高 性 能 /低 リ ー ク 電 流 n M O S に お い て そ

れ ぞ れ 遮 断 周 波 数 4 2 0 / 2 1 8  G H z を 実 現 し 、 さ ら に ノ イ ズ 除 去 回 路 、

高 Q イ ン ダ ク タ ー 、パ ワ ー ア ン プ 、バ ラ ク タ な ど の ア ナ ロ グ 技 術 に

言 及 し た 。 ま た I B M グ ル ー プ よ り 世 界 最 小 0 . 0 6 3  u m 2  F i n F E T  

6 T- S R A M セ ル の 動 作 実 証 の 発 表 が あ っ た 。液 侵 A r F 露 光 を 用 い て 、

2 回 露 光 ・ 2 回 エ ッ チ ン グ に よ る サ イ ド ウ ォ ー ル ・ イ メ ー ジ ・ ト ラ

ン ス フ ァ ー 技 術 に よ り 、 ゲ ー ト ピ ッ チ 8 0  n m、  F i n ピ ッ チ 4 0  n m

を 実 現 し た こ と に よ る 。 さ ら に 東 大 よ り 、 I I I - V  o n  I n s u l a t o r  

M O S F E T の 発 表 が あ っ た 。 世 界 初 と な る 埋 め 込 み A l 2 O 3 層 / S i 基 板

上 で I I I - V 族 半 導 体 M O S F E T の 電 子 移 動 度 と し て i - I n G a A s チ ャ ネ

ル で 3 0 0 0  c m 2 / V s、  p - I n G a A s チ ャ ネ ル で 2 0 0 0  c m 2 / V s を 実 現 し 、

さ ら に I n G a A s / B o x 界 面 の 改 善 に よ り 、 裏 面 ゲ ー ト 構 造 で 4 0 0 0  

c m 2 / V s を 観 測 し て い る 。  

次 に メ モ リ ー 分 野 で は 、三 星 よ り 3 2  n m 世 代 3 ビ ッ ト 3 2 G バ

イ ト N A N D フ ラ ッ シ ュ メ モ リ の 発 表 が あ っ た 。こ の 大 量 生 産 技 術 を

ワ ン サ イ ド ・ ダ ブ ル ・ パ タ ー ニ ン グ 技 術 導 入 と 書 き 換 え 耐 性 と デ ー

タ 保 持 力 を 考 慮 し た 最 適 ゲ ー ト 長 /ア ク テ ィ ブ 長 で 設 計 し た こ と に

よ り 世 界 に 先 駆 け て 開 発 し て い る 。 ま た 東 芝 よ り 、 不 揮 発 性 集 積 回

路 実 現 に 向 け た ス ピ ン M O S F E T の 発 表 が あ っ た 。 特 性 再 構 成 可 能

な 新 規 な ス ピ ン M O S F E T を 実 証 し 、1 0 5 回 以 上 の 書 き 込 み 耐 性 を 有

す る 磁 気 電 流 を 確 認 し て い る 。 一 方 、 F P G A に 応 用 し た 場 合 、 ク リ

テ ィ カ ル パ ス 遅 延 が 大 幅 改 善 す る こ と も 計 算 で 見 積 も っ て い る 。  

次 に 3 Dチ ッ プ 積 層・パ ッ ケ ー ジ 分 野 で は 、 i m e cよ り 、ウ ェ ハ

ー 薄 層 化 と T h r o u g h  S i l i c o n  Vi a  ( T S V )が 及 ぼ す M / H k  g a t e  C M O Sへ

の 影 響 に 関 す る 発 表 が あ っ た 。ウ ェ ハ ー 薄 層 化 / T S V近 接 化 に よ る ひ

ず み が 、 C M O Sデ バ イ ス お よ び 低 誘 電 率 層 間 絶 縁 膜 に 影 響 を 及 ぼ す

こ と を 実 験 的 に 明 ら か に し て い る 。 ま た パ ナ ソ ニ ッ ク よ り 、 パ ッ ド

領 域 の ア セ ン ブ リ ー 応 力 に よ る M / H k  g a t e  M O S F E Tへ の 影 響 に 関
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す る 発 表 が あ っ た 。 フ リ ッ プ チ ッ プ パ ッ ケ ー ジ の バ ッ ド 領 域 に お け

る ア セ ン ブ リ ー 応 力 の 影 響 と そ の 温 度 特 性 を 精 緻
せ い ち

に 調 査 し 、さ ら に

ア セ ン ブ リ ー 応 力 を 3 0 %ま で 削 減 可 能 な 新 規 な 構 造 も 提 案 し て い る 。

そ の ほ か に も 最 先 端 技 術 が 多 数 報 告 さ れ 、 活 発 に 議 論 さ れ た 。  

 

F o c u s  s e s s i o n s  ( F S )  昨 今 の 半 導 体 動 向 を 鑑
かんが

み た 招 待 講 演 を 中

心 に 構 成 し た 。ま ず“ H e t e r o g e n e o u s  I n t e g r a t i o n”と し て 、シ リ コ

ン 基 板 上 で の シ リ コ ン 以 外 の チ ャ ネ ル 技 術 に 関 す る 5 件 の 招 待 講 演

が あ り 、 G eチ ャ ネ ル p M O S F E Tと I I I - V族 n M O S F E Tを 中 心 に 、 性 能

優 位 性 と 実 現 性 に 関 し て 議 論 さ れ た 。 他 方 、“ D e s i g n  E n a b l e m e n t :  

D E  (設 計 容 易 性 )”と し て 5 件 の 招 待 講 演 が あ っ た 。本 会 議 で は 、デ

バ イ ス 企 業 と フ ァ ウ ン ド リ 企 業 に よ る 協 調 設 計 の 概 念 を 含 む 技 術 領

域 を 想 定 し て お り 、 新 規 技 術 に よ る 回 路 性 能 や 製 品 性 能 向 上 に 関 し

て 議 論 さ れ た 。 特 に 回 路 技 術 者 の 参 加 が 多 く 、 盛 況 で あ っ た 。  

 

R u m p  s e s s i o n s  ( R S )  次 に 自 由 に 討 論 を 行 う R S と し て 、Te c h . / C i r.

の J o i n t で“ T h e  n e x t  d e c a d e  o f  V L S I  Te c h n o l o g y  a n d  C i r c u i t s  - -  i s  

t h e r e  a  j o i n t  r o a d m a p ? ” と 題 し て 、 Te c h n o l o g y の 単 独 で “ T h e  

F u t u r e  o f  M e m o r y” と “ W h a t  w i l l  e n d  M o o r e ' s  L a w ?” に つ い て 、

パ ネ リ ス ト と 聴 衆 と の 間 で 建 設 的 に 熱 い 議 論 が 展 開 さ れ た 。  

 

結 言   活 発 な 討 論 の 様 子 に つ い て 示 し た 。今 年 は 堅 調 な 投 稿 件

数 の 一 方 、 参 加 人 数 が 減 っ た が 、 D E 領 域 が 盛 況 で あ っ た こ と が 印

象 的 で あ る 。 今 後 は 加 え て 、 三 次 元 集 積 化 の 議 論 が 活 発 化 す る と 思

わ れ る 。2 0 11 年 は 6 月 1 3 日 ～ 1 6 日 に 京 都 で 開 催 す る 予 定 で 1 ）、鋭

意 準 備 中 で あ る 。特 に 3 月 下 旬 〆 切 で L a t e  N e w s を 募 集 予 定 で あ る 。

ま た サ テ ラ イ ト と し て 、S i  N a n o e l e c t r o n i c s  Wo r k s h o p  ( 6 月 1 2、 1 3

日 )に 加 え て 、 ス ピ ン ト ロ ニ ク ス に 関 す る Wo r k s h o p  ( 6 月 1 3 日 )も

開 催 予 定 で あ る 。 業 界 の 持 続 的 な 成 長 の た め に も 、 積 極 的 な 論 文 投

稿 ( 2 0 11 年 1 月 2 4 日 〆 切 )と 多 数 参 加 を お 願 い 申 し 上 げ る 。  
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